下諏訪町地域開発公社を指定管理者とした理由
下諏訪町公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例第６条第２項「町長は、公の施設の設置目的を効果的かつ効率的に達成するため、第２条による公募によらず、出資団体等を指定管理者の候補として選定することができる。」この選定の特例を適用。
【非公募の条件】　②の(3)に該当
○下諏訪町観光施設（儀象堂）の設置目的
時にかかわる歴史、科学等に関する資料の収集、保存並びに展示を行い、観光及び教育文化の発展向上に寄与することを目的として設置。
○社団法人下諏訪町地域開発公社を指定管理者とした理由
１．下諏訪町及び諏訪地区における観光核施設として再認識し、地域自治体・観光協会・旅館組合等との連携を一層強化し、下諏訪町への観光客の増加に向け組織を挙げて管理・運営を行っていける団体として位置づけられる法人である。
２．施設の公共性・貴重性・重要性を認識し、施設の存続・維持を基本に、所有者である下諏訪町と連携を密にして、施設の観光及び教育文化の発展向上への寄与を最大目的として、利用者の要望の反映と住民の平等性を鑑みながら、施設が地域の観光活性化の拠点としての重要性をより高めていくための施策を実施できる法人である。
３．下諏訪町観光振興計画の新たな推進組織体として、観光振興の拠点としての機能を十分発揮できる施設の管理・運営形態を構築していける法人である。また、設置目的を理解し、その達成に向け組織を挙げた管理・運営が可能である。
